
(57)【要約】

　【課題】前後方向の寸法を短くすることができるディ

ーゼルエンジンの排気浄化装置を提供する。

　【解決手段】両端に端壁２ａ・２ｂを設けた筒状のフ

ィルタ収容ケース２に、ディーゼル・パティキュレート

・フィルタ１を収容し、フィルタ収容ケース２の軸長方

向を前後方向とし、上記フィルタ１の入口３側を前、出

口４側を後として、フィルタ収容ケース２内で上記フィ

ルタ１の前方に排気入口室５を、上記フィルタ１の後方

に排気出口室６をそれぞれ設け、排気入口室５に排気入

口管７を、排気出口室６に排気出口管８をそれぞれ連通

させた、ディーゼルエンジンの排気浄化装置において、

排気入口管７内に排気浄化用の触媒９を収容した。排気

出口管８内に排気浄化用の触媒９を収容してもよい。

【選択図】　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
両 端 に 端 壁 (２ ａ )(２ ｂ )を 設 け た 筒 状 の フ ィ ル タ 収 容 ケ ー ス (２ )に 、 デ ィ ー ゼ ル ・ パ テ ィ
キ ュ レ ー ト ・ フ ィ ル タ (１ )を 収 容 し 、 フ ィ ル タ 収 容 ケ ー ス (２ )の 軸 長 方 向 を 前 後 方 向 と し
、 上 記 フ ィ ル タ (１ )の 入 口 (３ )側 を 前 、 出 口 (４ )側 を 後 と し て 、 フ ィ ル タ 収 容 ケ ー ス (２ )
内 で 上 記 フ ィ ル タ (１ )の 前 方 に 排 気 入 口 室 (５ )を 、 上 記 フ ィ ル タ (１ )の 後 方 に 排 気 出 口 室
(６ )を そ れ ぞ れ 設 け 、 排 気 入 口 室 (５ )に 排 気 入 口 管 (７ )を 、 排 気 出 口 室 (６ )に 排 気 出 口 管
(８ )を そ れ ぞ れ 連 通 さ せ た 、 デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン の 排 気 浄 化 装 置 に お い て 、
　 排 気 入 口 管 (７ )内 に 排 気 浄 化 用 の 触 媒 (９ )を 収 容 し た 、 こ と を 特 徴 と す る デ ィ ー ゼ ル エ
ン ジ ン の 排 気 浄 化 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 し た デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン の 排 気 浄 化 装 置 に お い て 、
　 排 気 入 口 管 (７ )を フ ィ ル タ 収 容 ケ ー ス (２ )の 径 方 向 に 沿 っ て 排 気 入 口 室 (５ )内 に 挿 入 し
た 、 こ と を 特 徴 と す る デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン の 排 気 浄 化 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 　 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 し た デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン の 排 気 浄 化 装 置 に お い て 、
　 前 記 触 媒 (９ )と し て 、 酸 化 触 媒 を 用 い た こ と を 特 徴 と す る デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン の 排 気 浄
化 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 両 端 に 端 壁 (２ ａ )(２ ｂ )を 設 け た 筒 状 の フ ィ ル タ 収 容 ケ ー ス (２ )に 、 デ ィ ー ゼ ル ・ パ テ
ィ キ ュ レ ー ト ・ フ ィ ル タ (１ )を 収 容 し 、 フ ィ ル タ 収 容 ケ ー ス (２ )の 軸 長 方 向 を 前 後 方 向 と
し 、 上 記 フ ィ ル タ (１ )の 入 口 (３ )側 を 前 、 出 口 (４ )側 を 後 と し て 、 フ ィ ル タ 収 容 ケ ー ス (
２ )内 で 上 記 フ ィ ル タ (１ )の 前 方 に 排 気 入 口 室 (５ )を 、 上 記 フ ィ ル タ (１ )の 後 方 に 排 気 出
口 室 (６ )を そ れ ぞ れ 設 け 、 排 気 入 口 室 (５ )に 排 気 入 口 管 (７ )を 、 排 気 出 口 室 (６ )に 排 気 出
口 管 (８ )を そ れ ぞ れ 連 通 さ せ た 、 デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン の 排 気 浄 化 装 置 に お い て 、
　 排 気 出 口 管 (８ )内 に 排 気 浄 化 用 の 触 媒 (９ )を 収 容 し た 、 こ と を 特 徴 と す る デ ィ ー ゼ ル エ
ン ジ ン の 排 気 浄 化 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 し た デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン の 排 気 浄 化 装 置 に お い て 、
　 排 気 出 口 管 (８ )を フ ィ ル タ 収 容 ケ ー ス (２ )の 径 方 向 に 沿 っ て 排 気 出 口 室 (６ )内 に 挿 入 し
た 、 こ と を 特 徴 と す る デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン の 排 気 浄 化 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ５ の い ず れ か に 記 載 し た デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン の 排 気 浄 化 装 置 に お い
て 、
　 前 記 触 媒 (９ )と し て 、 波 板 状 の 金 属 薄 板 (１ ０ )と 平 板 状 の 金 属 薄 板 (１ １ )と を 重 ね て 渦
巻 状 に 巻 い た 担 体 (１ ２ )に 触 媒 粒 子 を 担 持 さ せ た も の を 用 い た 、 こ と を 特 徴 と す る デ ィ ー
ゼ ル エ ン ジ ン の 排 気 浄 化 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ５ の い ず れ か に 記 載 し た デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン の 排 気 浄 化 装 置 に お い
て 、
　 前 記 触 媒 (９ )と し て 、 網 目 状 の ワ イ ヤ (２ １ )か ら な る 担 体 (２ ２ )に 触 媒 粒 子 を 担 持 さ せ
た も の を 用 い た 、 こ と を 特 徴 と す る デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン の 排 気 浄 化 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ７ の い ず れ か に 記 載 し た デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン の 排 気 浄 化 装 置 に お い
て 、
　 フ ィ ル タ 収 容 ケ ー ス (２ )と し て 排 気 マ フ ラ (１ ４ )を 用 い 、 排 気 入 口 室 (５ )を 第 １ 膨 張 室
(１ ５ )で 構 成 し 、 排 気 出 口 室 (６ )を 最 終 膨 張 室 (１ ６ )で 構 成 し 、 排 気 入 口 管 (７ )を 第 １ 膨
張 室 (１ ５ )の 排 気 導 入 管 (１ ７ )で 構 成 し 、 排 気 出 口 管 (８ )を 最 終 膨 張 室 (１ ６ )の 排 気 導 出
管 (１ ３ )で 構 成 し た 、 こ と を 特 徴 と す る デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン の 排 気 浄 化 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
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【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン の 排 気 浄 化 装 置 に 関 し 、 詳 し く は 、 前 後 方 向 の 寸 法 を 短
く す る こ と が で き る デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン の 排 気 浄 化 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン の 排 気 浄 化 装 置 と し て 、 本 発 明 と 同 様 、 両 端 に 端 壁 を 設 け た
筒 状 の フ ィ ル タ 収 容 ケ ー ス に 、 デ ィ ー ゼ ル ・ パ テ ィ キ ュ レ ー ト ・ フ ィ ル タ を 収 容 し 、 フ ィ
ル タ 収 容 ケ ー ス の 軸 長 方 向 を 前 後 方 向 と し 、 上 記 フ ィ ル タ の 入 口 側 を 前 、 出 口 側 を 後 と し
て 、 フ ィ ル タ 収 容 ケ ー ス 内 で フ ィ ル タ の 前 方 に 排 気 入 口 室 を 、 フ ィ ル タ の 後 方 に 排 気 出 口
室 を そ れ ぞ れ 設 け 、 排 気 入 口 室 に 排 気 入 口 管 を 、 排 気 出 口 室 に 排 気 出 口 管 を そ れ ぞ れ 連 通
さ せ た も の が あ る (例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 )。
　 こ の 種 の 排 気 浄 化 装 置 で は 、 上 記 フ ィ ル タ で 排 気 微 粒 子 を 捕 捉 し 、 排 気 を 浄 化 す る こ と
が で き る 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し 、 上 記 従 来 の 排 気 浄 化 装 置 で は 、 フ ィ ル タ 収 容 ケ ー ス 内 で フ ィ ル タ と 触 媒 と が 前
後 方 向 に 並 ん で 配 置 さ れ て い る た め 、 問 題 が 生 じ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ７ ０ ５ ２ ６ 号 公 報 (図 ３ 参 照 )
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 従 来 技 術 で は 、 次 の 問 題 が あ る 。
　 《 問 題 》 　 排 気 浄 化 装 置 の 前 後 方 向 の 寸 法 が 長 く な る 。
　 フ ィ ル タ 収 容 ケ ー ス 内 で フ ィ ル タ と 触 媒 と が 前 後 方 向 に 並 ん で 配 置 さ れ て い る た め 、 排
気 浄 化 装 置 の 前 後 方 向 の 寸 法 が 長 く な る 。 こ の た め 、 こ の 排 気 浄 化 装 置 を 汎 用 エ ン ジ ン に
用 い る と 、 エ ン ジ ン の 搭 載 機 種 の 制 約 が 大 き く な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 問 題 点 を 解 決 す る こ と が で き る デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン の 排 気 浄 化 装 置 、 す
な わ ち 、 前 後 方 向 の 寸 法 を 短 く す る こ と が で き る デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン の 排 気 浄 化 装 置 を 提
供 す る こ と を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 １ に 係 る 発 明 の 発 明 特 定 事 項 は 、 次 の 通 り で あ る 。
　 図 １ に 例 示 す る よ う に 、 両 端 に 端 壁 (２ ａ )(２ ｂ )を 設 け た 筒 状 の フ ィ ル タ 収 容 ケ ー ス (
２ )に 、 デ ィ ー ゼ ル ・ パ テ ィ キ ュ レ ー ト ・ フ ィ ル タ (１ )を 収 容 し 、 フ ィ ル タ 収 容 ケ ー ス (２
)の 軸 長 方 向 を 前 後 方 向 と し 、 上 記 フ ィ ル タ (１ )の 入 口 (３ )側 を 前 、 出 口 (４ )側 を 後 と し
て 、 フ ィ ル タ 収 容 ケ ー ス (２ )内 で フ ィ ル タ (１ )の 前 方 に 排 気 入 口 室 (５ )を 、 フ ィ ル タ (１ )
の 後 方 に 排 気 出 口 室 (６ )を そ れ ぞ れ 設 け 、 排 気 入 口 室 (５ )に 排 気 入 口 管 (７ )を 、 排 気 出 口
室 (６ )に 排 気 出 口 管 (８ )を そ れ ぞ れ 連 通 さ せ た 、 デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン の 排 気 浄 化 装 置 に お
い て 、
　 排 気 入 口 管 (７ )内 に 排 気 浄 化 用 の 触 媒 (９ )を 収 容 し た 、 こ と を 特 徴 と す る デ ィ ー ゼ ル エ
ン ジ ン の 排 気 浄 化 装 置 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 ４ に 係 る 発 明 の 発 明 特 定 事 項 は 、 次 の 通 り で あ る 。
　 図 １ に 例 示 す る よ う に 、 両 端 に 端 壁 (２ ａ )(２ ｂ )を 設 け た 筒 状 の フ ィ ル タ 収 容 ケ ー ス (
２ )に 、 デ ィ ー ゼ ル ・ パ テ ィ キ ュ レ ー ト ・ フ ィ ル タ (１ )を 収 容 し 、 フ ィ ル タ 収 容 ケ ー ス (２
)の 軸 長 方 向 を 前 後 方 向 と し 、 上 記 フ ィ ル タ (１ )の 入 口 (３ )側 を 前 、 出 口 (４ )側 を 後 と し
て 、 フ ィ ル タ 収 容 ケ ー ス (２ )内 で 上 記 フ ィ ル タ (１ )の 前 方 に 排 気 入 口 室 (５ )を 、 上 記 フ ィ
ル タ (１ )の 後 方 に 排 気 出 口 室 (６ )を そ れ ぞ れ 設 け 、 排 気 入 口 室 (５ )に 排 気 入 口 管 (７ )を 、

10

20

30

40

50

(3) JP 2007-71035 A 2007.3.22



排 気 出 口 室 (６ )に 排 気 出 口 管 (８ )を そ れ ぞ れ 連 通 さ せ た 、 デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン の 排 気 浄 化
装 置 に お い て 、
　 排 気 出 口 管 (８ )内 に 排 気 浄 化 用 の 触 媒 (９ )を 収 容 し た 、 こ と を 特 徴 と す る デ ィ ー ゼ ル エ
ン ジ ン の 排 気 浄 化 装 置 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 　 （ 請 求 項 １ に 係 る 発 明 ）
　 《 効 果 》 　 排 気 浄 化 装 置 の 前 後 方 向 の 寸 法 を 短 く す る こ と が で き る 。
　 図 １ に 例 示 す る よ う に 、 排 気 入 口 管 (７ )内 に 排 気 浄 化 用 の 触 媒 (９ )を 収 容 し た の で 、 フ
ィ ル タ 収 容 ケ ー ス (２ )内 に 専 用 の 触 媒 収 容 ス ペ ー ス を 設 け る 必 要 が な く な り 、 排 気 浄 化 装
置 の 前 後 方 向 の 寸 法 を 短 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 （ 請 求 項 ２ に 係 る 発 明 ）
　 請 求 項 １ に 係 る 発 明 の 効 果 に 加 え 、 次 の 効 果 を 奏 す る 。
　 《 効 果 》 　 排 気 浄 化 装 置 の 前 後 方 向 の 寸 法 を よ り 短 く す る こ と が で き る 。
　 図 １ に 例 示 す る よ う に 、 排 気 入 口 管 (７ )を フ ィ ル タ 収 容 ケ ー ス (２ )の 径 方 向 に 沿 っ て 排
気 入 口 室 (５ )内 に 挿 入 し た の で 、 排 気 入 口 管 (７ )が フ ィ ル タ 収 容 ケ ー ス (２ )の 前 方 に 突 出
せ ず 、 排 気 浄 化 装 置 (１ ８ )の 前 後 方 向 の 寸 法 (１ ９ )を よ り 短 く す る こ と が で き る 。
　 ま た 、 排 気 入 口 管 (７ )内 に 排 気 浄 化 用 の 触 媒 (９ )を 収 容 す る の で 、 触 媒 (９ )は 排 気 入 口
管 (７ )の 軸 長 方 向 に 沿 っ て 長 く 配 置 さ れ る こ と に な り 、 排 気 入 口 管 (７ )の 径 の 寸 法 (２ ０ )
を 短 く し て も 、 排 気 に 対 す る 触 媒 (９ )の 接 触 面 積 は 十 分 に 確 保 で き る 。 こ の た め 、 排 気 入
口 管 (７ )の 径 の 寸 法 (２ ０ )は 比 較 的 短 い も の で 足 り 、 こ の 点 で も 排 気 浄 化 装 置 (１ ８ )の 前
後 方 向 の 寸 法 (１ ９ )を 短 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 （ 請 求 項 ３ に 係 る 発 明 ）
　 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 係 る 発 明 の 効 果 に 加 え 、 次 の 効 果 を 奏 す る 。
　 《 効 果 》 　 未 燃 燃 料 に よ る フ ィ ル タ の 汚 染 を 抑 制 す る こ と が で き る 。
　 触 媒 (９ )と し て 、 酸 化 触 媒 を 用 い る た め 、 排 気 中 に 含 ま れ る 未 燃 燃 料 を フ ィ ル タ (１ )に
到 達 す る 前 に 燃 焼 さ せ る こ と が で き 、 未 燃 燃 料 に よ る フ ィ ル タ (１ )の 汚 染 を 抑 制 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 《 効 果 》 　 フ ィ ル タ の 再 生 を 行 う こ と が で き る 。
　 酸 化 触 媒 で 発 生 す る 酸 化 熱 に よ り 、 フ ィ ル タ (１ )に 送 ら れ る 排 気 温 度 が 高 ま る た め 、 フ
ィ ル タ (１ )に 詰 ま っ た 排 気 微 粒 子 を 燃 焼 さ せ 、 フ ィ ル タ (１ )の 再 生 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 (請 求 項 ４ に 係 る 発 明 )
　 図 １ に 例 示 す る よ う に 、 排 気 出 口 管 (８ )内 に 排 気 浄 化 用 の 触 媒 (９ )を 収 容 し た の で 、 フ
ィ ル タ 収 容 ケ ー ス (２ )内 に 専 用 の 触 媒 収 容 ス ペ ー ス を 設 け る 必 要 が な く な り 、 排 気 浄 化 装
置 の 前 後 方 向 の 寸 法 を 短 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 《 効 果 》 　 フ ィ ル タ 下 流 で の 排 気 の 後 処 理 を 行 う こ と が で き る 。
　 図 １ に 例 示 す る よ う に 、 排 気 出 口 管 (８ )内 に 排 気 浄 化 用 の 触 媒 (９ )を 収 容 し た の で 、 フ
ィ ル タ (１ )下 流 で の 排 気 の 後 処 理 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 (請 求 項 ５ に 係 る 発 明 )
　 請 求 項 ４ に 係 る 発 明 の 効 果 に 加 え 、 次 の 効 果 を 奏 す る 。
　 《 効 果 》 　 排 気 浄 化 装 置 の 前 後 方 向 の 寸 法 を よ り 短 く す る こ と が で き る 。
　 図 １ に 例 示 す る よ う に 、 排 気 出 口 管 (８ )を フ ィ ル タ 収 容 ケ ー ス (２ )の 径 方 向 に 沿 っ て 排
気 出 口 室 (６ )内 に 挿 入 し た の で 、 排 気 出 口 管 (８ )が フ ィ ル タ 収 容 ケ ー ス (２ )の 後 方 に 突 出
せ ず 、 排 気 浄 化 装 置 (１ ８ )の 前 後 方 向 の 寸 法 (１ ９ )を よ り 短 く す る こ と が で き る 。
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　 ま た 、 排 気 出 口 管 (８ )内 に 排 気 浄 化 用 の 触 媒 (９ )を 収 容 す る の で 、 触 媒 (９ )は 排 気 出 口
管 (８ )の 軸 長 方 向 に 沿 っ て 長 く 配 置 さ れ る こ と に な り 、 排 気 出 口 管 (８ )の 径 の 寸 法 (２ ５ )
を 短 く し て も 、 排 気 に 対 す る 触 媒 (９ )の 接 触 面 積 は 十 分 に 確 保 で き る 。 こ の た め 、 排 気 出
口 管 (８ )の 径 の 寸 法 (２ ８ )は 比 較 的 短 い も の で 足 り 、 こ の 点 で も 排 気 浄 化 装 置 (１ ８ )の 前
後 方 向 の 寸 法 (１ ９ )を 短 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 （ 請 求 項 ６ に 係 る 発 明 ）
　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ５ の い ず れ か に 係 る 発 明 の 効 果 に 加 え 、 次 の 効 果 を 奏 す る 。
　 《 効 果 》 　 排 気 入 口 管 や 排 気 出 口 管 を 小 径 に す る こ と が で き る 。
　 図 ２ に 例 示 す る よ う に 、 触 媒 (９ )と し て 、 波 板 状 の 金 属 薄 板 (１ ０ )と 平 板 状 の 金 属 薄 板
(１ １ )と を 重 ね て 渦 巻 状 に 巻 い た 担 体 (１ ２ )に 触 媒 粒 子 を 担 持 さ せ た も の を 用 い る た め 、
金 属 薄 板 (１ ０ )(１ １ )の 間 に 比 較 的 広 い 排 気 通 路 (２ ３ )が 形 成 さ れ 、 吸 気 入 口 管 (７ )や 排
気 出 口 管 (８ )を 小 径 に し て も 、 触 媒 (９ )の 通 路 断 面 積 は 十 分 に 確 保 さ れ る 。 こ の た め 、 排
気 入 口 管 (７ )や 排 気 出 口 管 (８ )を 小 径 に す る こ と が で き る 。 ま た 、 担 体 (１ ２ )に 波 板 状 の
金 属 薄 板 (１ ０ )を 用 い て い る た め 、 担 体 (１ ２ )自 体 に 弾 性 が あ り 、 排 気 入 口 管 (７ )や 排 気
出 口 管 (８ )内 で ク ッ シ ョ ン 材 を 用 い る こ と な く 担 体 (１ ２ )を 保 持 で き る 。 こ の 点 で も 、 排
気 入 口 管 (７ )や 排 気 出 口 管 (８ )を 小 径 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 （ 請 求 項 ７ に 係 る 発 明 ）
　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ５ の い ず れ か に 係 る 発 明 の 効 果 に 加 え 、 次 の 効 果 を 奏 す る 。
　 《 効 果 》 　 排 気 入 口 管 や 排 気 出 口 管 を 小 径 に す る こ と が で き る 。
　 図 ３ に 例 示 す る よ う に 、 触 媒 (９ )と し て 、 網 目 状 の ワ イ ヤ (２ １ )か ら な る 担 体 (２ ２ )に
触 媒 粒 子 を 担 持 さ せ た も の を 用 い る た め 、 ワ イ ヤ (２ １ )(２ １ )の 間 に 比 較 的 広 い 排 気 通 路
(２ ４ )が 形 成 さ れ 、 排 気 入 口 管 (７ )や 排 気 出 口 管 (８ )を 小 径 に し て も 、 触 媒 (９ )の 通 路 断
面 積 は 十 分 に 確 保 さ れ る 。 こ の た め 、 排 気 入 口 管 (７ )や 排 気 出 口 管 (８ )を 小 径 に す る こ と
が で き る 。 ま た 、 担 体 (２ ２ )に 網 目 状 の ワ イ ヤ (２ １ )を 用 い て い る た め 、 担 体 (２ ２ )自 体
に 弾 性 が あ り 、 排 気 入 口 管 (７ )や 排 気 出 口 管 (８ )内 で ク ッ シ ョ ン 材 を 用 い る こ と な く 担 体
(１ ２ )を 保 持 で き る 。 こ の 点 で も 、 排 気 入 口 管 (７ )や 排 気 出 口 管 (８ )を 小 径 に す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 （ 請 求 項 ８ に 係 る 発 明 ）
　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ７ の い ず れ か に 係 る 発 明 の 効 果 に 加 え 、 次 の 効 果 を 奏 す る 。
　 《 効 果 》 　 排 気 処 理 装 置 全 体 を 小 型 化 す る こ と が で き る 。
　 図 １ に 例 示 す る よ う に 、 フ ィ ル タ 収 容 ケ ー ス (２ )と し て 排 気 マ フ ラ (１ ４ )を 用 い 、 排 気
入 口 室 (５ )を 第 １ 膨 張 室 (１ ５ )で 構 成 し 、 排 気 出 口 室 (６ )を 最 終 膨 張 室 (１ ６ )で 構 成 し 、
排 気 入 口 管 (７ )を 第 １ 膨 張 室 (１ ５ )の 排 気 導 入 管 (１ ７ )で 構 成 し 、 排 気 出 口 管 (８ )を 最 終
膨 張 室 (１ ６ )の 排 気 導 出 管 (１ ３ )で 構 成 し た の で 、 フ ィ ル タ 収 容 ケ ー ス (２ )と 排 気 マ フ ラ
(１ ４ )と を 個 々 に 用 意 す る 必 要 が な く 、 排 気 処 理 装 置 (１ ８ )全 体 を 小 型 化 す る こ と が で き
る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 １ か ら 図 ３ は 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係
る デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン の 排 気 浄 化 装 置 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の 実 施 形 態 の 概 要 は 、 次 の 通 り で あ る 。
　 図 １ に 示 す よ う に 、 デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン (２ ５ )の 排 気 マ ニ ホ ル ド (２ ６ )に 排 気 浄 化 装 置
(１ ８ )を 取 り 付 け て い る 。 排 気 浄 化 装 置 (１ ８ )は 、 両 端 に 端 壁 (２ ａ )(２ ｂ )を 設 け た 筒 状
の フ ィ ル タ 収 容 ケ ー ス (２ )に 、 デ ィ ー ゼ ル ・ パ テ ィ キ ュ レ ー ト ・ フ ィ ル タ (１ )を 収 容 し 、
フ ィ ル タ 収 容 ケ ー ス (２ )の 軸 長 方 向 を 前 後 方 向 と し 、 上 記 フ ィ ル タ (１ )の 入 口 (３ )側 を 前
、 出 口 (４ )側 を 後 と し て 、 フ ィ ル タ 収 容 ケ ー ス (２ )内 で 上 記 フ ィ ル タ (１ )の 前 方 に 排 気 入
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口 室 (５ )を 、 上 記 フ ィ ル タ (１ )の 後 方 に 排 気 出 口 室 (６ )を そ れ ぞ れ 設 け 、 排 気 入 口 室 (５ )
に 排 気 入 口 管 (７ )を 、 排 気 出 口 室 (６ )に 排 気 出 口 管 (８ )を そ れ ぞ れ 連 通 さ せ て い る 。 上 記
フ ィ ル タ (２ )は 一 般 に Ｄ Ｐ Ｆ と 呼 ば れ る の も の で 、 セ ラ ミ ッ ク の ハ ニ カ ム 構 造 体 で あ る 。
排 気 の 流 れ は 、 図 １ 中 に 矢 印 で 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 排 気 浄 化 装 置 の 工 夫 は 、 次 の 通 り で あ る 。
　 図 １ に 示 す よ う に 、 排 気 入 口 管 (７ )内 に 排 気 浄 化 用 の 触 媒 (９ )を 収 容 し て い る 。 排 気 入
口 管 (７ )を フ ィ ル タ 収 容 ケ ー ス (２ )の 径 方 向 に 沿 っ て 排 気 入 口 室 (５ )内 に 挿 入 し て い る 。
こ の 排 気 入 口 管 (７ )は 排 気 入 口 室 (５ )外 か ら 排 気 入 口 室 (５ )内 に 亘 っ て 形 成 さ れ 、 触 媒 (
９ )は 排 気 入 口 室 (５ )外 か ら 排 気 入 口 室 (５ )内 に 亘 っ て 排 気 入 口 管 (７ )内 に 収 容 さ れ て い
る 。 ま た 、 排 気 出 口 管 (８ )内 に も 排 気 浄 化 用 の 触 媒 (９ )を 収 容 し て い る 。 フ ィ ル タ 収 容 ケ
ー ス (２ )の 径 方 向 に 向 け た 排 気 出 口 管 (８ )を 排 気 出 口 室 (６ )内 に 挿 入 し て い る 。 触 媒 (９ )
は 排 気 出 口 室 (６ )外 か ら 排 気 出 口 室 (６ )内 に 亘 っ て 排 気 出 口 管 (８ )内 に 収 容 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 触 媒 の 構 成 は 、 次 の 通 り で あ る 。
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 触 媒 (９ )と し て 、 波 板 状 の 金 属 薄 板 (１ ０ )と 平 板 状 の 金 属 薄 板 (１
１ )と を 重 ね て 渦 巻 状 に 巻 い た 担 体 (１ ２ )に 触 媒 粒 子 を 担 持 さ せ た も の を 用 い て い る 。 各
金 属 薄 下 (１ ０ )(１ １ )は ０ ． ５ ｍ ｍ の ス テ ン レ ス の 薄 板 で あ る 。 触 媒 (９ )は 酸 化 触 媒 で あ
り 、 触 媒 粒 子 に は 白 金 を 用 い て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 他 の 工 夫 は 、 次 の 通 り で あ る 。
　 図 １ に 示 す よ う に 、 フ ィ ル タ 収 容 ケ ー ス (２ )と し て 排 気 マ フ ラ (１ ４ )を 用 い 、 排 気 入 口
室 (５ )を 第 １ 膨 張 室 (１ ５ )で 構 成 し 、 排 気 出 口 室 (６ )を 最 終 膨 張 室 (１ ６ )で 構 成 し 、 排 気
入 口 管 (７ )を 第 １ 膨 張 室 (１ ５ )の 排 気 導 入 管 (１ ７ )で 構 成 し 、 排 気 出 口 管 (８ )を 最 終 膨 張
室 (１ ６ )の 排 気 導 出 管 (１ ３ )で 構 成 し て い る 。 排 気 出 口 管 (８ )の 周 壁 に 孔 (２ ７ )を あ け 、
排 気 出 口 室 (６ )の 排 気 が 孔 (２ ７ )か ら 排 気 出 口 管 (８ )に 流 入 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ３ は 、 触 媒 (９ )の 変 更 例 を 示 し て お り 、 こ の 触 媒 (９ )は 、 網 目 状 の ワ イ ヤ (２ １ )か ら
な る 担 体 (２ ２ )に 触 媒 粒 子 を 担 持 さ せ た も の で あ る 。 こ の 担 体 (２ ２ )は 網 目 上 の ワ イ ヤ シ
ー ト を 渦 巻 き 状 に 巻 い た も の で あ る 。 こ の 網 目 状 の ワ イ ヤ (２ １ )は ス テ ン レ ス 製 で 一 般 に
ワ イ ヤ ー メ ッ シ ュ と 呼 ば れ る も の で あ る 。 こ の 触 媒 (９ )も 酸 化 触 媒 で あ り 、 触 媒 粒 子 に は
白 金 を 用 い て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 の 実 施 形 態 の 内 容 は 、 以 上 の 通 り で あ る が 、 本 発 明 は 上 記 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る
も の で は な い 。 例 え ば 、 触 媒 (９ )は 排 気 入 口 管 (７ )と 排 気 出 口 管 (８ )の い ず れ か 一 方 に の
み 設 け て も よ い 。 ま た 、 排 気 入 口 管 (７ )と 排 気 出 口 管 (８ )に 収 容 さ れ た 触 媒 (９ )の 一 方 ま
た は 両 方 を 、 他 の 触 媒 、 例 え ば Ｎ Ｏ Ｘ 吸 蔵 触 媒 に 変 更 し て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 排 気 浄 化 装 置 を 用 い た エ ン ジ ン の 模 式 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の II－ II線 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 排 気 浄 化 装 置 で 用 い る 触 媒 の 変 更 例 の 図 ２ 相 当 図 で あ る
。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
(１ ) デ ィ ー ゼ ル ・ パ テ ィ キ ュ レ ー ト ・ フ ィ ル タ
(２ ) フ ィ ル タ 収 容 ケ ー ス
(２ ａ )(２ ｂ ) 端 壁
(３ ) 入 口
(４ ) 出 口
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(５ ) 排 気 入 口 室
(６ ) 排 気 出 口 室
(７ ) 排 気 入 口 管
(８ ) 排 気 出 口 管
(９ ) 触 媒
(１ ０ ) 波 板 状 の 金 属 薄 板
(１ １ ) 平 板 状 の 金 属 薄 板
(１ ２ ) 担 体
(１ ３ ) 排 気 導 出 管
(１ ４ ) 排 気 マ フ ラ
(１ ５ ) 第 １ 膨 張 室
(１ ６ ) 最 終 膨 張 室
(１ ７ ) 排 気 導 入 管
(２ １ ) 網 目 状 の ワ イ ヤ
(２ ２ ) 担 体
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